
測定・分析に使用する機器

47φﾌｨﾙﾀｰﾎﾙﾀﾞｰ 25φﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞﾌﾞﾙ

柴田科学機器工業 柴田科学機器工業
ｱｽﾍﾞｽﾄｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾟﾝﾌﾟ ミニポンプ
AIP-105型 MP-Σ300/500型

 位相差顕微鏡  偏光顕微鏡
ﾆｺﾝ ECLIPSE 80i型 ﾆｺﾝ ECLIPSE LV100-UDM-POL/PH型

気中アスベスト(石綿)濃度測定のご案内
Ü当社では、気中アスベスト(石綿)繊維数濃度の測定及び分析を行っていますÜ

アスベストは石綿とも呼ばれ、その耐熱性、断熱性、耐摩耗性、耐薬品性、引っ
張りに強い等の性質から建材や工業製品に多く使用されてきました。しかし、丈
夫で変化しにくい性質やミクロン単位の細い繊維であることから肺への影響が大
きく、肺がんや中皮種などの病気を引き起こす原因を持っています

ご相談から測定の流れ

ご相談受 測 定 分 析 ご 報 告

お電話、ＦＡＸより

ご相談下さい

作業環境測定士、分析

スタッフと最新の機器を

完備

測定から１～３営

業日で速報をご連

絡、報告書は５営

作業環境測定士

が

測定にお伺いしま



　※濃度が1f/Lを超えた場合走査電子顕微鏡法で実施します(外注：料金別途)

主風向の風下2地点
（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ地点も
同）、3日間測定
幾何平均より濃度を求
める

施工区画周辺（養生
外）の風上・風下2地
点及び垂直な2地点

測定方法と測定対象

ﾏﾆｭｱﾙ・法令 目的・対象 測定方法 基準値・備考
47φ、10L/min×4hr
位相差顕微鏡
100視野又は200本まで検鏡

47φ、10L/min×4hr、作業が短
い場合は10L/min×2hr
位相差顕微鏡
100視野又は200本まで検鏡

一般環境
（一般環境、廃棄物処
分場等周辺地域）

解体現場等
（施工区画周辺等）

環境庁告示第93号
石綿に係る粉じん濃度
の測定方法
-環境庁-

特定粉じんを排出する
工事・事業場

47φ、10L/min×4hr
位相差顕微鏡
50視野又は200本まで検鏡

規制基準：敷地境界
10f/L

解体現場等
（発生源近辺及び集じ
ん排気装置排出口等に
おける漏洩監視・管
理）

47φ、10L/min×2hr
位相差/偏光顕微鏡
100視野又は200本まで検鏡

解体現場に機材を持込
み分析が望ましい
除去作業開始直後より
測定開始
排出口はダクト内部

解体現場等
（集じん排気装置排出
口等における自動測定
機による漏洩監視・管
理：自動粉じん濃度又
は繊維数濃度のリアル
タイム測定）

粉じん相対濃度計：光散乱式、ﾛｷﾞ
ﾝｸﾞ機能付
作業開始前（排気装置稼働前）に
10min測定しておく、開始後から
2hr測定
ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、繊維状粒子自動測
定機器等

排出口は出口から
40cm内側の位置

JIS K 3850-1：
2006
-規格協会-

空気中に浮遊している
繊維状粒子を測定

ろ紙捕集-位相差顕微鏡、走査電子
顕微鏡
ろ紙捕集条件は対象によって設定

対象による

ｱｽﾍﾞｽﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ
(第4.1版)
-環境省-

住宅性能表示基準
（H18最終改正）
評価方法基準（H21最
終改正）
-国土交通省-

吹付石綿等が損傷、劣化
等によりその粉じんを飛
散させることその他の理
由から、測定の対象とな
る空気中の石綿の粉じん
の濃度が相対的に高いと
見込まれる居室等におい
て、採取を行う

ろ紙捕集25φ、5Lmin×2hr  居
室中央1.2～1.5ｍ高、同時又は連
続にて２回以上
位相差顕微鏡、50視野以上

室毎に測定
測定濃度の平均値又は
最高及び最低の値を記
載

公共建築改修工事標準
仕様書（建築工事編）
平成31年版
-国土交通省-

解体現場等
石綿含有吹付け材、石
綿含有保温材等(石綿を
含有する保温材、耐火
被覆材及び断熱材)及び
石綿含有成形板（以下
「石綿含有建材」とい
う。）の除去工事に適
用

建築改修工事管理指針（下巻）
ろ紙捕集-位相差顕微鏡
ろ紙捕集-位相差/偏光顕微鏡
ろ紙捕集条件は対象によって設定

10/L

作業環境測定基準
-厚生労働省-

令第二十一条第七号に
掲げる作業場（石綿等
を取り扱い、又は試験
研究のため製造する屋
内作業場及び石綿分析
用試料等を製造する屋
内作業場に限る。）

ろ過捕集方法及び計数方法
作業環境測定測定基準による
1L/min×15min

管理濃度：150ｆ/L
（クリソタイル）

屋外作業場等における
作業環境管理に関する
ガイドライン
-厚生労働省-

石綿等（令第６条第２
３号の石綿等をい
う。）を取り扱い、若
しくは試験研究のため
製造する屋外作業場等

個人サンプラーを呼吸域に装着、
25φ、10min以上で管理濃度の
1/10の濃度が精度よく測定できる
量を吸引。ろ紙捕集-計数法

作業の開始時及び1年
以内に1回実施、作業
環境測定士が行う
5μm以上の繊維とし
て管理濃度：150ｆ/L



　測定時期と測定場所等は以下のとおりです

http://www.fuji-nt.co.jp 担当：木村、濱崎、桝本、山口

各２点又は３点
＊

調査対象室外部の付近 計２点

　　　　　　　敷地境界　　   　　　負圧・除塵装置排出口　　　　　処理作業室内

測定８

測定３

測定４

測定５

処理作業後
（シート養生中）

測定６ 処理作業室内 各２点

処理作業室内 各２点又は３点
＊

 調査対象室外部の付近 計２点

処理作業室内 各２点又は３点
＊

処理作業室内
処理作業前

測定１

測定２

　  富士企業株式会社

　本社：環境分析センター　〒731-5136　広島市佐伯区楽々園四丁目6番19号

　　　ご相談は以下へご連絡下さい。

　　　　　　　　　　　TEL(082)923-9957    FAX(082)923-0244

負圧・除じん装置の
排出吹出し口

出口吹出し風速
1m/sec以下の位置各
２点

処理作業室外 4方向各1点(敷地境界) 

処理作業中

処理作業後
（シート撤去後１週間以降）

＊各施工箇所ごとの室面積が50m2以下までは2点、300m2以下までは3点とする。300m2を超えるもの
は、監督職員と協議する。

測定７

アスベスト除去工事における測定例

測定時期 測定名称 測定場所 測定点


